



















































　⑶　単元の構想（中学２年　単元「１次関数」，全17時間）                                     




























































































































































4 3 2 1 4 3 2 1
Q1［水槽に水を入れる場面で，２変量の関係グラフを問う問題］ 4人 14 20 7 0 15 19 6 1
Q2［携帯電話の料金プランで，安い料金プランを問う問題］ 19人 23 13 5 0 24 10 6 1
Q3［徒競走で勝つ条件として，何m先からスタートするかを問う問題］ 8人 11 20 9 1 16 13 11 1
Q4［書店への往復場面のグラフを読み取り，問いに応える問題］ 7人 12 19 7 3 9 23 8 1










































流後，振り返りの中で，生徒Ａは次のように記述している。                                
　説明する生徒が説明を聞く生徒の反応を受け，自分の説明を修正することを可能とする交流は，表やグラフを用いるよさの認識
につながっていたと考える。また，別な生徒は次のような振り返りを記述している。     
　他者の指摘を受け入れ，自身の説明に取り入れていることが記述より確認できる。学級全体を見ても，多くの生徒が今回の異系
との交流が有効であったと肯定的に評価していた。異系との交流後，以下のような記述が複数見られたことから，大勢の生徒が仲























































































Q1系 Q2系 Q3系 Q4系 Q5系
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後
興味
(N=41)
M 2.0244 3.1707 2.3902 3.439 2.0732 3.000 2.122 2.9756 - 0.6341
SD 1.5848 0.695 1.8062 0.7001 1.7164 0.7651 1.6703 0.8692 - 1.375
p alpha'=0.0005* alpha'=0.0005* alpha'=0.0006* alpha'=0.0007* n.s.
期待
(N=41)
M 2.0244 3.1707 2.3659 3.3902 2.0976 3.0732 2.0488 2.9756 - 0.6098
SD 1.6452 0.762 1.8314 0.8228 1.7642 0.8665 1.6668 0.7153 - 1.2664
p alpha'=0.0004* alpha'=0.0005* alpha'=0.0005* alpha'=0.0006* n.s.
＊(p<.05) ５％水準で有意である　n.s.有意でない
図９　RLA実施前後による該当クラスを対象としたアンケート調査結果分析
